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０＝崎医療福祉学会ニュース〕
川崎医療福祉学会 第２４回研究集会
平 成１５年 ６月 ５日（木）
研究発表
１． 海外移住と人権の問題に関する研究
一 とくに，第２次大戦中の米国における日系人隔離政策問題に関する文献的展望から見た実態とその背景
川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科 ○上原 進
２．注意が視知覚に及ぼす影響について
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 感覚矯正学専攻雑多士課程） ○三宅 智恵
川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科 木村 久 田淵 昭雄
３．描画による外在化処方の有効性の検討
一 不登校Ａ事例の面接経過と現地の聞き取り調査をふまえて
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻（修士課程） ○野瀬 光司
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 石川 瞭子
４．Ｃｒｏｈｎ病患者の腸内環境に関する研究
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 健康科学専攻（博士課程） ○大竹 正晃
川崎医療福祉大学 医療技術学部 臨床栄養学科 寺本 房子 藤田 美明
学会運営委員長挨拶 大田 晋 教 授
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研究発表要旨
海外移住と人権の問題に関する研究
－ とくに，第２次大戦中の米国における日系人隔離政策問題に関する文献的展望から見た実態とその背景 －
川崎医療福祉大学
　
医療技術学部 感覚矯正学科 上原 進
近年， 我が国では発展途上国からの労働者流入問
題が社会的な注目を浴びる事が多い．ところが，か
つて，わが国から多くの人たちが海外へ移住せざる
を得なかった事実を認識するものは少なくなくなっ
てきている．戦後の昭和３０年代前半までは国策とし
て展開されていた「中南米移民政策の存在」につい
ても既に一般市民の認識は浅く，また，その悲劇的
な末路については知られることが少ない．
明治維新直後から始まった北アメリカ大陸への移
住問題では， 長い間，日本の社会とアメリカ社会の
両者の「ノ・ザマ」にあって当事者たちが様々な苦悩
を味合ってきている．演者はかねてより， 様々な移
住者の問題についての関心を抱いてその実態に関心
の目を向けてきた．
その一部として，「第２次大戦時の“アメリカ在住
日系人の隔離政策問題“の実態とその背景」を文献
的展望によって紹介し，あわせて，その資料収集に
活用できるインターネットの効用に言及した．
注意が視知覚に及ぼす影響について
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 感覚矯正学専攻
川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科
「通り抜け」か「跳ね返り」に２つの解釈が成立す
る動的な暖昧視標がある．動的な暖昧視標とは同じ
大きさ， 同じ速度で行き交うように交差する２つの
視標のことである．本研究では，この暖昧視標を用
いて注意が視知覚に及ぼす影響について検討した．
暖昧視標に視覚刺激を提示して注意を引くと，「跳ね
返り」と知覚する割合が増加するという報告がある．
この現象をＢｏｕｎｃｉｎｇｉｎｄｕｃｅｄｅｆｆｅｃｔという． 本研
究では視覚刺激だけでなく，聴覚刺激で注意を引く
ことによってもＢｏｕｎｃｉｎｇｉｎｄｕｃｅｄｅ窟ｅｃｔが起こる
ことがわかった．これにより， 視覚‐視覚のみなら
ず視覚‐聴覚間にも注意の相互作用があることがわ
ニ宅 智恵
木村 久 田淵子 同 昭雄
かった．また，注意の側面から受動的注意・能動的
注意にわけて跳ね返り知覚の割合を比較すると，両
者でＢｏｕｎｃｉｎｇｉｎｄｕｃｅｄｅ葺ｅｃｔが認められた． この
ことからＢｏｕｎｃｉｎｇｉｎｄｕｅｃｄｅ掻ｅｃｔによる跳ね返り
知覚は，反射的な注意による反応であることが示唆
され， 高次の大脳レベルに達しない下位の部分で起
こっていると考えられた．さらに，注意が視知覚に
影響を及ぼす時間的特性を検討した結果，注意には
時間を補正する働きがあり，同感覚間よりも異種感
覚間のほうが，刺激に対する時間的な暖昧性を解く
働きが強いと考えられた．
描画による外在化処方の有効性の検討
－ 不登校Ａ事例の面接経過と現地の聞き取り調査をふまえて｛
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 野瀬
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 川
本研究は不登校Ａ事例における子への対応の一手
段として用いた描画による心の外在化処方の有効性
について検討することである．不登校Ａと家族に対
して約半年間に計６回の面接を行った．その結果，
家族面接３回目で家族の関係が変化しＡは再登校す
ることができた．Ａ自身が生活を振り返ることを通
して自身の行動パターンを変化させることができた
と思われた．Ａの描画による外在化はＡの行動を変
化させただけでなくＡ家の家族関係を見直す機会を
与えたと考えられた．後に，演者らは現地での聞き
取り調査を行い， 裏付けを取ることができたので報
告する．
光司
石 ． 瞭子
２０７
Ｃｒｏｈｎ病患者の腸内環境に関する研究
川崎医療福祉大学大学院
　
医療技術学研究学科 健康科学専攻 大竹 正晃
川崎医療福祉大学 医療技術学部 臨床栄養学科 寺本 房子 藤田 美明
Ｃｒｏｈｎ病（以下ＣＤ）の栄養療法は，腸管への刺
激をさけて安静を保つため， 食物繊維摂取量が健常
者に比べて少なく，そのことが腸内環境に何らかの
影響を及ぼすことが予測される．本研究では，ＣＤ
患者の腸内環境について調べ，さらに，腸内環境改
善効果が報告されているラクトスクロース（以下
ＬＳ）投与による影響について検討した．緩解期の
ＣＤ患者２６例を対象とし，さらに同意の得られた１４
例にＬＳを２４週間投与した．これらの患者について，
糞便中水分，ＰＨ，有機酸，アンモニア，腐敗物質，
病態，及び食物繊維摂取状況を調査した．経腸栄養
剤のみ摂取のＣＤ患者に比べ，低残道の日常食を組
み合わせて摂取している患者およびＬＳを投与した
患者の糞便では， 水分，コハク酸，乳酸が有意の低
値を， 短鎖脂肪酸は有意に高値を示した．以上のこ
とより， 低残澄の日常食を摂取し，さらにＬＳを添
加することは，ＣＤ患者の腸内環境を改善すると考
えられた．
